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教科・領域における評価規準に基づく授業改善
－音楽科において－

和歌山市立本町小学校

教諭 酒 井 千 佳

はじめにⅠ

教育課程の改訂に伴い、音楽科においても、指導内容を精選し質の高い授業を積み重

ねることがさらに必要となってきた。児童に教材への興味を持たせ、音楽活動への意欲

を高めさせながら、音楽の本質に迫る学習はどうあるべきか、さらに、児童にとって成

就感や満足感のある学習を実現しながら、楽しい音楽活動を進めていくにはどうすれば

よいのかなどを考えていく必要がある。本研究では、指導と評価のあり方を見直すこと

で、この課題を少しでも解決し、授業改善につなげたい。

音楽科で育てたい学力Ⅱ

１ 学習指導要領にみる指導内容

平成 年 月、教育課程審議会答申の音楽科における改善の基本方針では 「児童10 7 、

生徒が楽しく音楽にかかわり、音楽活動の喜びを得るとともに、生活を明るく豊かに

、 」 。 、し 生涯にわたって音楽に親しむ ことが示されている 実際の学習活動においては

表現活動及び鑑賞活動の関連を図りつつ、個性的、創造的な学習活動をより活発に行

うことができるようにするとしている。

小学校音楽科の目標は、次のように示されている。

表現及び鑑賞の活動を通して、音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を

育てるとともに、音楽活動の基礎的な能力を培い、豊かな情操を養う

「心情」と「感性」の情意面と 「音楽活動の基礎的な能力」の能力面がともに育、

成されることで 「豊かな情操を養う」音楽科教育を目指している。、

子どもたちが、歌を歌う、楽器を演奏する、音楽をつくる、身体表現をする、様々

な音楽を聴くなど、多様で主体的な音楽活動を体験することは、音楽の能力を身につ

ける基になる。教師が指導内容を単なる知識として理解させようとしたり、技能獲得

にとらわれた指導をしたりすることは、この趣旨には沿わない。音楽をのびのびと表

現したり、音楽を聴いて心を引かれたりするなど、子ども一人ひとりが感性を豊かに

働かせながら、楽しい音楽活動を展開していく必要がある。

２ 音楽科における学力の考え方

音楽科での学習過程を図１のように

。 、「 」考えている 学習は やってみたい

「表現したい」という欲求や願いを持

つことから始まる。そして 「このよ、

うに表現したい」という思いを持ち、

試行錯誤しながら表現を探っていくよ

うになる。この活動の中で身についた

技能が、生涯にわたって使える能力で

ある。

これまで、音楽科の学力は、技能や

知識といったいわゆる『見えやすい学

力』によって評価されがちであった。

「美しい声で歌える 「リコーダーが」

（図１） 音楽科における学習過程演奏できる 「音符や休符の名前などを」
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知っている」といった能力であり、音楽活動において必要な力である。しかし、図１

に示したように、これを支えているのは、音楽に対する興味・関心・意欲や、音楽を

。 『 』 、受け止め表現に生かそうとする感受性である これらは 見えにくい学力 であるが

音楽科で育てたい学力の中心であるととらえている。この力は、生涯にわたって音楽

を愛好するのに不可欠な力でもある。

研究の内容と方法Ⅲ

１ 評価の観点と方法

評価の観点は、次の４点である。

音楽への関心 意欲 態度…音楽に親しみ、音楽を進んで表現しようとする・ ・

音楽的な感受や表現の工夫…音楽のよさや美しさを感じ取り、それらを音楽活動

の中で創意工夫し、生かしている

表現の技能…音楽を表現するための基礎的な技能を身につけている

鑑賞の能力…音楽を楽しく聴取、鑑賞し、そのよさや美しさを味わう

（国立教育政策研究所 「評価規準の作成、評価方法の工夫改善のための参考資料」より）

音楽は瞬間芸術といわれるように、音楽そのものは瞬時に消えてしまい、感覚のみ

。 、 、 。が残る そのため 即時に適切な評価をしなければ 効果的な指導や支援ができない

評価の方法としては 「観察」が中心となるが、一人ひとりの学習状況を十分に把握、

するためには、学習カードなどを併用することや、評価の時期を適切に設定する必要

がある。

表 、 は、評価の方法と時期・観点の関係を示したものである。1 2

（表1）評価の方法と評価の時期 （表2）評価の方法と評価の観点

２ 教師が行う評価

教師が行う評価の視点としては、次の２点が考えられる。

子どもへの直接的な評価…授業中に子どもの表現や発言に対して、賞賛したり助

言したりする

次時の指導に生かす評価…授業記録や学習カードから子どもの実態を把握すると

ともに、教師が自分の指導をふり返る

( ) 子どもへの直接的な評価1
評価したことを適切に子どもに返すことによって、学習の効果や効率を高めるこ

とができる。具体的に述べると次のようになる。

ア 子どもの表現を紹介する

学級全体に、学習のねらいに沿った子どもの表現を紹介する。一緒に活動して

いる子どもの表現は、他の子どもたちにとって、興味深く、身近な目標や参考に

音楽への
関心・意
欲・態度

音楽的な
感受や表
現の工夫

表現の技
能

鑑賞の能
力

観察 活動の様子 ○ ○ ○

表現内容 ○ ○

学習カード学習内容に関するもの ○

自分をふり返るもの ○ ○ ○

MD・VTR 表現内容 ○ ○

発言内容・発表の様子 ○ ○ ○

グループでの練習の様
子・話し合いの内容 ○ ○ ○

○ ○ ○

　　　　　　　　　　　　評価の観点
　評価の方法

対話・会話

授業前 授業中 授業後

観察 活動の様子 ○ ○ ○

表現内容 ○ ○

学習カード学習内容に関するもの ○ ○ ○

自分をふり返るもの ○

MD・VTR 表現内容 ○

発言内容・発表の様子 ○

グループでの練習の様
子・話し合いの内容 ○

○ ○

　　　　　　　　　　　　評価の時期
　評価の方法

対話・会話
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なり、活動の見通しを持たせることになる。

イ 曲想と結びつけた言葉かけや働きかけをする

教師は、子どもの活動に対して「がんばりましたね」と言葉かけをすることが

たびたびある。努力やひたむきさを評価することは大切だが、それだけでは、音

楽的な表現の伸びは期待しにくい。子どもが表現したいと思ったことや曲想と実

際の表現を関連づけて評価する必要がある 「みんなの夢の世界が見えてきそう。

だよ」というような情景や曲想を意識した言葉かけや 「マレットを替えたら弾、

んでいる感じになったね」というような子どもの工夫に対する言葉かけである。

このような評価を積み重ねていくことで、子どもたちは初めて出会う楽曲や友達

の演奏に対して、情景や気持ちを思い浮かべたり感じ取ったりして、表現を工夫

するようになる。

( ) 次時の指導に生かす評価2
「 」 、 。 、授業中の評価は 観察 が中心になるが これだけでは不十分である そのため

記録として残る評価方法を工夫し、授業後に分析する。子どもの実態を把握するこ

とができ、自分の指導をふり返ることもできる。また、授業中に行った評価と合わ

せて、次時の授業改善を図る。

ア 学習カード

子どもの気づきや心の動きなどを把握するために、学習カードを活用する。学

習カードは、学習内容に関するものと自分をふり返るものの２種類のカードを用

いる。カードの活用にあたっては、次の３点に留意する。

①形式的にならないように、毎時間記録することはしない。

②書きたい内容が見つかったときや自分の変容に気づいたときに書く。

③評定尺度形式のものではなく、記述式にする。

イ 機器活用による記録

や などの機器活用により、子どもの変容をとらえる。次のような場面をＶＴＲ ＭＤ

中心に記録し分析する。

、 、 。①歌唱や器楽表現の場を記録し 表情や演奏の仕方 表現内容について分析する

②話し合いの場を記録し、発言内容や挙手の状況を分析する。

③グループでの活動の場を記録し、練習の様子や話し合いの内容を分析する。

３ 子どもが行う評価

自己評価を行うことで、表現力が高まる。しかし、自己評価を繰り返すうちに学習

のねらいとのずれが生じたり、表現の工夫ではなく取組の態度のみに目が向いたりす

ることがある。そこで、友達との関わりを通して自分をふり返るようにすることで、

表現を高めようとする姿が期待できる。自己評価カードだけでなく、表現についての

気づきをメモしたり、グループ活動の進み具合を黒板に表示したりして、自分の学習

状況を認識することによって、自分の成長や課題を意識することができる。

４ カリキュラムに生かす評価

学習指導要領では、指導内容に関する全ての事項が２学年単位で示され、各学校が

実態を考慮し計画的に指導することになっている。２年間をどのように積み重ねてい

くかを考えるには、６年間を見通した構想を立て学習内容の系統性や連続性、発展性

について検討し、各学年の年間指導計画及び題材と評価規準の対応表を作成する必要

がある。音楽のよさや美しさを感じ取り、生涯を通じて音楽とふれあっていこうとす

る心情は、１時間の授業だけで育むことはできない。題材やカリキュラム全体で、子

どもの育ちを評価していく視点が必要である。学習カードや 、 等を題材ごとにＶＴＲ ＭＤ

まとめた記録が評価資料となる。これは、教師の授業改善に役立つとともに、子ども

が自己の成長を実感し、自己肯定感や次の活動への意欲を持つことにもつながる。
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Ⅳ － 年 題材名「音と音を合わせると」－授業実践について 3
１ 授業の概要

( ) 期間 平成 年 月 日（金）～ 月 日（火）1 15 10 24 11 7
( ) 対象 和歌山市立本町小学校 第 学年 人2 3 26
( ) 題材名 音と音を合わせると3

本題材は、アンサンブル活動をねらいとしている。歌にオブリガートを加えたも

のや交互唱、器楽合奏で音を重ねることを経験し、互いに聴き合いながら演奏する

ことを楽しむ。また、グループで、楽器の組合せなどの表現方法を考え、曲想にあ

った表現を工夫していく。

( ) 題材目標4
、 、自分の声や楽器の音色に気をつけながら 声や音を合わせる楽しさを感じ取って

合唱や合奏を楽しむようにする。

( ) 本題材での評価 ＜内容のまとまりと評価の観点＞5
本題材では、子どもが自分で考え工夫

し、それを表現し、聴き合うという活動

が中心となる。その活動内容や場面に応

じて、個人に対する評価とグループに対

する評価、自己評価と相互評価を使い分

けていく。これらの評価では、子どもた

ちが自分たちで表現を工夫できたという

喜びを感じられるようにしたいと考えて

いる。

＜題材の評価規準と学習活動における具体的な評価規準＞
ア 音楽への関心・意欲・態度

題材の評価規準 音を重ねる活動に関心を持ち、楽しく合唱や合奏に取り組もうとして

いる

学習活動におけ ①互いの声を聴き合いながら、声の出し方に気をつけて部分二部合唱

る具体的な評価 に取り組もうとしている

規準 ②歌詞に親しみ、進んで歌おうとしている

③楽器の音色や組合せに関心を持って進んで演奏に取り組もうとして

いる

イ 音楽的な感受や表現の工夫

題材の評価規準 声や楽器の音色を感じ取って、音の組合せやバランスを工夫して表現

している

学習活動におけ ①互いの声を聴き合いながら、声の出し方やバランスに気をつけて部

る具体的な評価 分二部合唱をしている

規準 ②ほろ馬車の進む様子を思い浮かべながら、拍の流れにのって、演奏

している

③音の重なりや響きを感じ取りながら、演奏を工夫している

ウ 表現の技能

題材の評価規準 互いの音を聴き合い、正しい音程で歌ったり、楽器の演奏の仕方に気

をつけて 演奏したりしている

学習活動におけ ①リコーダーの運指を理解し、タンギングや音色に気をつけて演奏し

る具体的な評価 ている

規準 ②楽器の音色やバランスに気をつけながら合奏している

( ) 題材の指導計画及び評価計画（全 時間）6 9
※検証授業として、第 次 時間分を指導 第 次分は省略2 6 1

時 学習のねらいと学習活動（○学習活動） 学習活動における具体の評価規準と評価方法

第２次 音色の組合せを決めて合そうしよう（６時間） 〈教材〉ガタゴトほろ馬車

〈ねらい〉 歌声や楽器の音色、それらを組合せた音の響きを感じ取りながら、演奏の工夫をして

楽しく音楽活動に取り組むようにする

１ 自分の声や楽器の音色に気をつけながら、声や ・歌詞に親しみ、進んで歌おうとしている

　　評価の観点

内容の
まとまり

音
楽
へ
の
関

心
・
意
欲
・

態
度

音
楽
的
な
感

受
や
表
現
の

工
夫

表
現
の
技
能

鑑
賞
の
能
力

Ａ表現歌唱 ○ ○ ◎
Ａ表現器楽 ○ ◎ ◎
Ａ表現創作 ○
Ｂ鑑賞

◎…重点的な内容　○…関連的な内容
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音を合わせる楽しさを感じ取って、合唱や合奏 （ア－②）観察

を楽しむようにする

○範唱ＣＤを聴き、ほろ馬車の様子を想像する

○範唱ＣＤを聴きながら歌詞唱する

２ 主旋律をリコーダー奏できるようにする ・リコーダーの運指を理解し、タンギングや音

○輪唱する 色に気をつけて演奏している

○階名唱する （ウー①） 観察・学習カード

○リコーダーで旋律奏する ふり返りカード

３ 拍の流れに合わせてリズム伴奏ができるように ・ほろ馬車の進む様子を思い浮かべながら、拍

する の流れにのって、演奏している

○輪唱や、リコーダーによる輪奏をする （イー②）観察・ふりかえりカード

○リズム伴奏を練習する

○リズム伴奏を練習し、旋律と合わせる

４ 拍の流れに合わせてリズム伴奏ができるように ・楽器の音色や組合せに関心を持って進んで演

する 奏に取り組もうとしている

○リズム伴奏を練習し、旋律と合わせる （ア－③）観察・発言・学習カード

○グループで演奏の仕方を話し合う

５ グループに分かれて、音色の組合せや演奏の仕 ・音の重なりや響きを感じ取りながら、演奏を

方を工夫し、ほろ馬車の様子にあった表現がで 工夫している

きるようにする （イー③）観察・演奏・学習カード

○話し合ったことをもとに合奏の練習をする ふりかえりカード

○音色の組合せや楽器の奏法を工夫する

６ 各グループの演奏を聴き合い、音の重なりや響 ・音色やバランスに気をつけながら合奏してい

きを感じ取れるようにする る

○演奏を発表し、互いに聴き合う （ウー②）観察・発表・ふりかえりカード

２ 検証授業の考察

( ) 評価規準ウ－①について（第 次 時間目）1 2 2

評価規準ウ－①
リコーダーの運指を理解し、タンギングや音色に気をつけて演奏している

＜評価の方法＞観察・学習カード・ふり返りカード

学習のねらい：主旋律をリコーダー奏できるようにする

ア 授業中

評価規準に設定した 運指 タ「 」「

ンギング 「音色」について観察」

。「 」「 」 、した 運指 タンギング は

おおむね満足の状態である。し

かし 「音色」について指導の必、

要があると判断した。この曲で

初めて出てくるミ（一点ホ）の

音は息の強さに注意しないと裏

、 。返ってしまい うまく鳴らない

指使いに気をとられて、音色に

注意が向いていない子が多かっ

た。そこで、自分の出している音をよく聴くように言葉かけをすると、丁度よい

息の強さを調節するようになった。単音ならきれいな音が出るようになったが、

曲になるとうまくできない子が半数いる。そこで、フレーズ中の難しい跳躍部分

を取り出し、反復練習させた。ゆっくり吹いたり速く吹いたりしているうちに、

音色が安定してきた。息の調節を体得したようである。

「おおむね満足」と判断した子どもは、 人中 人だった。26 20
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イ 授業後

、学習カードを提出しているのは

人中 人である。この 人は26 16 16
授業中に「おおむね満足」と判断

した子どもと重なっている。学習

カードを持ち帰った 人は、自10
主練習しようとしており、意欲的

に取り組んでいるととらえられ

る。

ふり返りカードからも活動に満足していたことがわかり 学習意欲の面では お、 「

おむね満足」と評価できる 「ミの音がふけるようになった」という記述からは。

音色に気をつけて演奏していたことがわかる。

授業中に「努力を要する」と判断した子どもたちについては、次時もこの評価

規準を継続する必要がある。

ウ 第 次 時間目2 3
本時の学習活動の中心はリズム伴奏である

が、リコーダー奏の学習活動を短時間行った。

前時に学習カードを持ち帰った 人全員がカ10
ードを提出したので、この 人を中心に観察10
する。前時に比べて音色に気をつけているのが

わかる。フレーズのまとまりとしても演奏でき

るようになっているので 「練習の成果があっ、

たね。ほろ馬車がいい感じで走れるね」と言葉

かけをする。演奏に対する自己評価は、

・できた： 人1
・ほぼできた： 人13
・まだ練習したい： 人 である。12

教師は 「おおむね満足」と判断したが、ま、

12だ練習したいと自己評価している子どもが

人いた。その理由は「すらすらふけないから」

「 」「 」 。間違うから 変な音が出るから であった

子どもたちは 「こんなふうに演奏したい」と、

いう思いを持って取り組み始めているのだと感

。 、 。じた 習熟の時間が必要だと考え 次時もリコーダー奏の時間をとることにした

エ 第 次 時間目2 4
リコーダー奏の後の自己評価は、

・できた： 人13
・ほぼできた： 人8
・まだ練習したい： 人 である。5

「まだ練習したい」と自己評価してい

る 人は、はじめに「努力を要する」5
と判断した子ども 人の内の 人であ6 5
るが、友達にきいてもらったり、家庭

練習したりして「おおむね満足」と判

断できる 「まだ練習したい」の子ど。

もには、もっとうまくなりたいと感じ

ている子どもとまだ自信がない子ども

がいると思われた。個別に声をかけ、よくなった所と意欲的に練習した態度を賞

賛した。次時からはリコーダー奏の時間は特にとらないが、この 人については5
機会を見つけて言葉かけをしていきたい。学級全体には 「リズム伴奏と合わせ、

《ふり返りカードより》
＜カードを提出した 名＞16
・ふけて楽しかった。ふえでりんしょう（輪奏

のこと）もしたいな

・ミをふけるようになった

・そんなに簡単じゃなかったけどできました

＜カードを持ち帰った 名＞10
・Ｋ君のおかげでできました

・無理と思ったけどできてうれしい

・ミができなかったんだけどやっとできた
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て、合奏できるようになってきたね。いいほろ馬車ができそうだね」と言葉かけ

をし、本時のリズム伴奏の練習に入った。

( ) 評価規準イ－③について（第 次 時間目）2 2 5

評価規準イ－③ 音の重なりや響きを感じ取りながら、演奏を工夫している
＜評価の方法＞観察・演奏・学習カード・ふり返りカード

学習のねらい：各グループで、音色の組合せや演奏の仕方を工夫し、ほろ馬車の
様子にあった表現ができるようにする

ア １班

リコーダーの旋律奏に歌を加えて曲の感じを表現する工夫をしている。Ｃ児が

中心となって楽器の奏法を工夫し、全員で試している。何度か演奏しているうち

に、だんだんテンポが速くなり、演奏がバラバラになってきた。速さを工夫させ

るために 「ほろ馬車はそんなに速く走っても大丈夫かな。みんなのほろ馬車の、

走る速さはどんなの？」と言葉かけをした。

教師の言葉かけによって、いろいろな速さで演奏しはじめた。鈴の速さが安⇒

定することによって、演奏がまとまっていった。この様子から、音の重なりや響

きを感じ取って演奏しているととらえられた。

ふり返りカードには、自分の演奏だけでなく友達の演奏も聴き、グループとし

。 、ての演奏を意識した記述が見られる 活動の中で楽器の選択や奏法について考え

演奏を工夫していたことから 「おおむね満足」と評価した。、

イ ２班

Ｅ児は、膝でリズムをとり、感じ取った曲想を体全体で表している。他の子ど

もたちにも曲想を感じながら表現させたいと思い 「Ｅ君、まるで馬に乗ってる、

みたい」と言葉かけをした。

教師の言葉かけに、全員笑って「ほんとや 「馬の感じ 「ほろ馬車進め！」⇒ 」 」

といって和やかに演奏している。心地よいＥ児の演奏にのって、他の子どもたち

も演奏している感じである。言葉による対話はないが、演奏が終わると「もう一

回しよう」といって何度も練習を繰り返していた。

、 。ふり返りカードの記述からは 子どもたちが活動に満足していることがわかる

言葉ではなく互いの音を聴き合うこ

とで、自分たちの演奏をよりよいも

、のに工夫することができたととらえ

「おおむね満足」と評価した。

語彙の少ない子どもたちは、身体

表現していることが多い。Ｅ児の音

楽の感じ方がそうであった。教師の

言葉かけによって、Ｅ児の感じ方を

共有でき、個々が曲想を意識して演

奏するようになった。

《ふり返りカードより》
・合奏がじょうずにできた

・合奏の練習をした。じょうずにできたこと

・合奏ができてとても楽しかったです

・小だいこがうまくなった

・リコーダーがじょうずにふけてうれしか

ったです

・楽器でえんそうしてみると楽しかった

・最初はむずかしかったけどできるようにな

りました

《ふり返りカードより》
・ガタゴトほろ馬車に入ってなかった楽器を

アドバイスしてもらった

・ぼくとＤ君が歌だったけど、Ｃちゃんが鈴

も入れたらと言って入れたら結構よかった

のでＣちゃんってすごいなと思いました

・楽器で、いきがあってできるようになった

・Ｃちゃんにウッドブロックのやり方とか教

えてもらってみんなで演奏できてよかった

・歌と鈴にしたことがいい所です

・とってもいい合奏ができあがったよ。みん

ないきが合っていたし、よかったよ
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ウ ３班

主旋律を木琴と鉄琴で輪奏しようとしているが、演奏がまとまらず、表現を工

夫するまでに至らない。このまま活動を続けていては限られた時間で合奏ができ

ないと判断して「みんなのほろ馬車はこの楽器の音でいいのかなぁ 「もっとぴ」

ったりする音色があれば変えてもいいんだよ」と言葉かけをする。

「これでいいよ」と子どもたちは、一心に活動を続けている。一番苦労して⇒

いた鉄琴のＧ児は、演奏する鍵盤を友達に示してもらいながら練習し、本時の終

わりには、旋律奏ができるようになった。しかし、演奏の仕方や音色を工夫する

活動まではできず、次時の課題となった。

ふり返りカードには、どの子も担

当する楽器を演奏できた喜びを表し

ている。子どもたちは、楽器で演奏

する楽しさを味わえた。教師がもっ

と強く言葉かけをして、楽器を替え

るよう指示していたなら、子どもた

ちは表現しようとする意欲を失って

いただろう。特にＧ児は 「鉄琴が、

できるようになったよ！」と、ふり

返りカードにできた喜びを表してい

る。表現しようと思うからこそ、得られた技能である。

この班の活動は、前時の評価規準ア－③で見ると十分満足できる。しかし、本

時の評価規準では、まだ達成できておらず、次時も継続していく必要がある。

( ) 題材全体を通して3
評価規準に照らして観察していくと、子ども個々のこだわりに気づくことができ

た。落ち着きなくいろいろな楽器を試していたＨ児について述べたい。Ｈ児は、楽

器を次々と替え、大きな音を出していた。それは、本時のねらいに迫る活動ではな

く、楽器の音を出すことを単に喜んでいるようにみえた。ある時、Ｈ児が「先生、

馬が走ってるみたいにきこえる？」と話しかけてきた。また、グループ活動におい

ても「 演奏の速さが）速すぎて馬車が転ぶ」と情景と絡まった発言をしていた。（

、 、これらのことから Ｈ児は楽器を替えていくことに興味を奪われていたのではなく

ほろ馬車のイメージを持って楽器を試していたのだとＨ児の内面を推しはかること

ができた。

ふり返りカードからも、子どもの内面を

見ることができた。リコーダー奏にこだわ

ったＩ児は、階名がわからず立ち歩いてい

た子どもである。リコーダーをうまく吹け

るようになりたいという願いをずっと持っ

、 。ていたことが ふり返りカードからわかる

Ｉ児は、グループの友達との合奏活動の中

で速さや出だしの工夫をしながら、いつも

リコーダーの上達を願っていたのだ 「こ。

んなふうにリコーダーを演奏したい」とい

うイメージを持って練習していたはずであ

る。願いが目標となり活動につながること

をＩ児は示してくれた。観察だけでは、Ｉ児の願いに気づかず、本時の目標につい

ての言葉かけだけをしていたであろう。ふり返りカードを使用することで、Ｉ児の

願いに気づき、リコーダー奏について評価を返すことができた。

また、評価規準に照らしてグループの活動を観察していくと、学習過程が見えて

きた。この過程が見えてくると、子どもたちが本時のねらいから少し離れた活動を

していても、やがて目標に沿った活動に戻ってくることが予測でき、ゆとりを持っ

《ふり返りカードから》
・合奏をしてとても楽しかった

・楽器で合奏して最後までできてうれしかっ

たです

・合奏で木琴が上手にできてうれしかった

・鉄琴ができるようになったよ！

・友達がこっちにした方がいいと言ったので

その通りにするとできた（ウッドブロック

の構え方）

・小だいこができた。ちょっとじょうずにな

った

Ｉ児のふり返りカード

【】内は本時の主な学習活動

【リコーダーによる旋律奏】10/28
あまりふけなかったけどとても楽し

かったです

【リズム伴奏】11/6
リコーダーがちょっとふけた

【グループでの合奏の工夫】11/7
リコーダーがじょうずにふけてうれ

しかったです

【合奏の発表と鑑賞】11/11
いい思いができました
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て待つことができた。

３ 授業を行うことで見えてきたこと

( ) 事前1
年間指導計画や題材計画作成の際には、こ

れまでも子どもの実態や反応を思い浮かべな

がら計画してきた。今回、評価規準を吟味し

設定することにより、予想される子どもの反

応を文章で表すことができ、授業で育てたい

力をより具体化することができた。また、必

要な支援を予想し、精選された授業設計がで

きた。

( ) 授業中2
表現活動をしているとき、子どもは、自分の表現を把握し吟味することが難しい

ため、教師の働きかけが必要になる。その働きかけは、二つ考えられる。一つは、

賞賛や承認のような子どもの意識に沿うものである。この働きかけによって子ども

の自己肯定感を高め、意欲を引き出すことができた。もう一つは、子どもの意識を

少し変えるものである。子どもが無意識に活動していることを教師が言葉にして返

すことで、子どもは意図を持って活動し始めた。また、個人の気づきをグループで

共有させることもできた。これは、子どもが新しいことに気づき、もっと工夫しよ

うとする支援となった。

教師の側には、評価規準をはっきりさせることで、ねらいに沿った指導や助言を

考えられるようになると同時に子どもを待つ姿勢や見つめようとする姿勢が生まれ

た。また、指導計画の段階で、努力を要すると判断される子どもに対する手だても

含めて考えておくことで、場面に応じた効果的な指導が可能になった。

( ) 事後3
努力を要すると判断せざるを得ない子どもに対して、教師がその原因を考え、次

。 、時の授業展開に生かすことができた また

その評価規準を持って、継続的に指導を続

けていくようにすることで、全ての子ども

がおおむね満足の状態に成り得た。設定し

た評価規準を継続させることによって、子

どもたちに確かな力をつける授業展開がで

きたと考える。

( ) グループに対する評価4
グループとして、めあてに沿った活動が

できているのか、どのような学習過程にあ

るのかを把握することができた。また、グ

ループに対して評価することで、個人に対

する評価がこれまで以上に可能になった。

グループの様子を思い浮かべ、その中で個

人がどう動いていたかをふり返ると、個人

の様子をよりよく把握し評価することがで

きた。

( ) 自己評価・相互評価5
学習カードの使用により、子どもが自分

の学習手順や進み具合を自覚し、学習を進

めることができた。教師は個人やグループ

の学習の進度を確認し、その段階に応じた

言葉かけができた。
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ふり返りカードでは、子どもたちは、よくなった点や楽しかったことなどを短い

文の中に表現できていた。教師は、事後に分析することにより、その子どもの思い

を把握することができた。また、ふり返りカードの中に「友達からこんなアドバイ

スをもらった 「友達のいい所を見つけた」という項目を設けることによって、友」

達との関わりの中で、自分の進歩を自覚することが多く見られた。一方 「リコー、

ダーがふける 「合奏ができる」など、自分の技能面だけをふり返っていると感じ」

られる自己評価もあり、自己評価の観点を子どもと共に考える必要も感じた。

終わりにⅤ

音楽にはいろいろな表現方法があり、一つに限定することはできない。教師の考えた

表現の仕方を教え込むことではなく、個々の子どもが自分の考え方を音楽に表現できる

ように、柔軟に指導していくことが必要である。そのためには、子どもの学びの道筋を

理解しておかねばならない。

これまでも、子どもの反応や行動を観察しながら授業を進めてきたが、特に指導の必

要な子どもや技能の優れている子どもに評価の目が向けられることが多かった。これは

明確な評価規準が設定されていなかったことも一因と考えられる。たとえ評価規準が設

定されていても、１時間の授業に複数設定されていると、教師の視点が評価にのみ向い

てしまう危険性がある。そこで今回、評価規準の設定を１時間に一つに絞ることで、子

どもの学習状況がよく見えるようになると同時に、子どもの学びの道筋を理解できるよ

うになった。

子どもにとっては、教師の言葉かけそのものが評価になり、学習活動に最も影響を与

えるものである。教師の言葉が知らず知らずのうちに、音楽活動に対する子どもの価値

観の形成に影響している。子どもが自分で見つけたものや、苦労して獲得したものは、

生涯を通じて使える力になる。そのため、教師が子どもの活動を辛抱強く見守るべき時

がある。一方、きちんと教えてその子の力にすべき時もある。その見極めのために、適

切な評価規準の設定が有効であった。

今回の研究では、評価規準を設定することにより、指導内容が精選され、子どものよ

さや可能性を引き出すことにつながった。今後も実践を重ねることで、評価規準や評価

方法の妥当性と信頼性を高めたい。

自分の思ったことを大切にし、よりよいものを求め、生みだし、工夫していく態度を

育てたい。これは、よりよい生活をしていくために自ら工夫していく力であり、人と交

流しながら互いに高まっていこうとする力、つまり生きる力であると考える。今回の研

究を生かし、今後の音楽科のあり方についてさらに研究を深めていきたい。
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